
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】デプレッション型素子である双方向性スイッチ

の独特な特徴を考慮して駆動回路および方法を改良する

。

【解決手段】本願の一実施形態による双方向半導体スイ

ッチを用いたハーフブリッジのための駆動回路は、ハイ

サイド双方向半導体スイッチを制御するよう動作可能な

ハイサイド駆動部を備え、ハイサイド駆動部は、双方向

半導体スイッチに負バイアス電圧を供給して、ハイサイ

ド双方向半導体スイッチをＯＦＦにする。ローサイド駆

動部は、ローサイド双方向半導体スイッチを制御するよ

う動作可能であってよい。負端子がハイサイド駆動部に

接続された外部電圧源が備えられてよい。電圧源の負端

子とハイサイド駆動部との間にハイサイド駆動スイッチ

が配置され、ローサイド駆動部がローサイド双方向半導

体スイッチをＯＮにする時に、ハイサイド駆動部を電圧

源の負端子に接続するよう動作可能であってよい。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ ジ の た め の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 部 で あ っ て
、 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ に 負 バ イ ア ス 電 圧 を 供 給 し て 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方
向 半 導 体 ス イ ッ チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と 、
　 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ロ ー サ イ ド 駆 動 部 と 、
　 負 端 子 が 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 に 接 続 さ れ た 外 部 電 圧 源 と 、
　 前 記 電 圧 源 の 前 記 負 端 子 と 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 ロ ー サ イ ド 駆
動 部 が 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ に す る 時 に 、 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を
前 記 電 圧 源 の 前 記 負 端 子 に 接 続 す る よ う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 ス イ ッ チ と 、 を 備 え る
、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 は 、 ハ イ サ イ ド 入 力 制 御 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ る 、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 ロ ー サ イ ド 入 力 制 御 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ る 、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 さ ら に 、
　 　 プ ッ シ ュ プ ル 構 成 と し て 配 置 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 ロ ー サ イ ド 入 力 制 御 信 号 に 基 づ
い て Ｏ Ｎ お よ び Ｏ Ｆ Ｆ に 切 り 替 え ら れ る 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ と
、
　 　 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ と 直 列 に 配 置 さ れ た 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト
に 接 続 さ れ た 出 力 ノ ー ド と 、 を 備 え 、
　 前 記 出 力 ノ ー ド の 電 圧 値 が 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を Ｏ Ｎ に す る 時 に は 、 前 記 ロ ー サ イ ド
双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ で あ り 、 前 記 出 力 ノ ー ド の 電 圧 値 が 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を
Ｏ Ｆ Ｆ に す る 時 に は 、 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｆ Ｆ で あ る 、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 さ ら に 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に 接 続 さ れ た 飽 和 防 止 制 御 素
子 を 備 え る こ と で 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ が 飽 和 状 態 で 動 作 し な い こ と を 保 証 す る 、 駆 動 回
路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 入 力 制 御 信 号 は 、 さ ら に 、 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ
に さ れ た 時 に 前 記 電 圧 源 の 前 記 負 端 子 が 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 に 接 続 さ れ る よ う に 、 前 記
ハ イ サ イ ド 駆 動 ス イ ッ チ を 制 御 し 、
　 前 記 負 端 子 の 負 電 圧 は 、 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る た め に 用
い ら れ る 、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ ジ の た め の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 部 で あ っ て
、 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を 前 記 ハ ー フ ブ リ ッ ジ の 下 位 レ ー ル に 選 択 的 に 接 続 す る 線 形 レ ギ
ュ レ ー タ 制 御 装 置 を 含 む ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と 、
　 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ロ ー サ イ ド 駆 動 部 と 、 を 備
え る 、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 請 求 項 ７ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 線 形 レ ギ ュ レ ー タ 制 御 装 置 は 、 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ で あ り 、 か つ
、 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を 横 切 る コ ン デ ン サ の 電 圧 が 閾 値 電 圧 よ り も 高 く な っ た 時 に 、 前
記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を 前 記 ハ ー フ ブ リ ッ ジ の 前 記 下 位 レ ー ル に 接 続 し 、 そ れ に よ り 、 前 記
ハ イ サ イ ド 駆 動 部 は 、 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 素 子 の ゲ ー ト に 負 バ イ ア ス 電 圧 を 印 可
し て 、 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 素 子 を Ｏ Ｆ Ｆ に す る 、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 線 形 レ ギ ュ レ ー タ 制 御 装 置 は 、 前 記 コ ン デ ン サ の 前 記 電 圧 が 前 記 閾 値 よ り も 低 く な
っ た 時 に 、 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を 前 記 ハ ー フ ブ リ ッ ジ の 前 記 下 位 レ ー ル に 接 続 す る 、 駆
動 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 さ ら に 、
　 　 プ ッ シ ュ プ ル 構 成 と し て 配 置 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 ロ ー サ イ ド 入 力 制 御 信 号 に 基 づ
い て Ｏ Ｎ お よ び Ｏ Ｆ Ｆ に 切 り 替 え ら れ る 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ と
、
　 　 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ と 直 列 に 配 置 さ れ た 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト
に 接 続 さ れ た 出 力 ノ ー ド と 、 を 備 え 、
　 前 記 出 力 ノ ー ド の 電 圧 値 が 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を Ｏ Ｎ に す る 時 に は 、 前 記 ロ ー サ イ ド
双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ で あ り 、 前 記 出 力 ノ ー ド の 電 圧 値 が 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を
Ｏ Ｆ Ｆ に す る 時 に は 、 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｆ Ｆ で あ る 、 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 さ ら に 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に 接 続 さ れ た 飽 和 防 止 制 御 素
子 を 備 え る こ と で 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ が 飽 和 状 態 で 動 作 し な い こ と を 保 証 す る 、 駆 動 回
路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 で あ っ て 、
　 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ と 、
　 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 さ れ た ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ
ッ チ と 、
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 駆 動 回 路 と 、 を 備 え る 、 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 で あ っ て 、
　 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ と 、
　 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 さ れ た ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ
ッ チ と 、
　 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 部 で あ
っ て 、 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ に 負 バ イ ア ス 電 圧 を 供 給 し て 前 記 ハ イ サ イ ド
双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ロ ー サ イ ド 駆 動 部 と 、
　 負 端 子 が 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 に 接 続 さ れ た 外 部 電 圧 源 と 、
　 前 記 電 圧 源 の 前 記 負 端 子 と 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 ロ ー サ イ ド 駆
動 部 が 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ に す る 時 に 、 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を
前 記 電 圧 源 の 前 記 負 端 子 に 接 続 す る よ う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 ス イ ッ チ と 、 を 備 え る
、 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 で あ っ て 、
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　 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 は 、 ハ イ サ イ ド 入 力 制 御 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ る 、 双 方 向 ス イ ッ
チ ン グ 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 ロ ー サ イ ド 入 力 制 御 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ る 、 双 方 向 ス イ ッ
チ ン グ 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 さ ら に 、
　 　 プ ッ シ ュ プ ル 構 成 と し て 配 置 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 ロ ー サ イ ド 入 力 制 御 信 号 に 基 づ
い て Ｏ Ｎ お よ び Ｏ Ｆ Ｆ に 切 り 替 え ら れ る 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ と
、
　 　 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ と 直 列 に 配 置 さ れ た 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト
に 接 続 さ れ た 出 力 ノ ー ド と 、 を 備 え 、
　 前 記 出 力 ノ ー ド の 電 圧 値 が 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を Ｏ Ｎ に す る 時 に は 、 前 記 ロ ー サ イ ド
双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ で あ り 、 前 記 出 力 ノ ー ド の 電 圧 値 が 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を
Ｏ Ｆ Ｆ に す る 時 に は 、 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｆ Ｆ で あ る 、 双 方 向 ス イ
ッ チ ン グ 回 路 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 は 、 さ ら に 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に 接 続 さ れ た 飽 和 防 止 制 御 素
子 を 備 え る こ と で 、 前 記 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ が 飽 和 状 態 で 動 作 し な い こ と を 保 証 す る 、 双 方 向
ス イ ッ チ ン グ 回 路 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 ロ ー サ イ ド 入 力 制 御 信 号 は 、 さ ら に 、 前 記 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ
に さ れ た 時 に 前 記 電 圧 源 の 前 記 負 端 子 が 前 記 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 に 接 続 さ れ る よ う に 、 前 記
ハ イ サ イ ド 駆 動 ス イ ッ チ を 制 御 し 、
　 前 記 負 端 子 の 負 電 圧 は 、 前 記 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る た め に 用
い ら れ る 、 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 電 圧 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ の た め の 駆 動 回 路 お よ び 方 法 に 関 す る 。 特 に 、
本 発 明 は 、 ブ ー ト ス ト ラ ッ プ コ ン デ ン サ を 用 い る 駆 動 回 路 と 、 Ｄ Ｃ バ ス か ら の 自 給 を 備 え
た 駆 動 回 路 と を 提 供 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 開 発 さ れ た 双 方 向 Ｉ Ｉ Ｉ 族 窒 化 物 ス イ ッ チ は 、 高 電 圧 お よ び 高 周 波 数 の 電 子 技 術 の
分 野 で 特 に 有 用 で あ る 。 双 方 向 Ｉ Ｉ Ｉ 族 窒 化 物 ス イ ッ チ は 、 通 例 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｉ Ｃ 、 サ フ ァ
イ ア な ど で 構 成 し て よ い 基 板 と 、 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 窒 化 ガ リ ウ ム （ Ｇ ａ Ｎ ） か ら 成 る 第
１ の 半 導 体 と 、 第 １ の 半 導 体 の 上 に 形 成 さ れ Ａ ｌ Ｇ ａ Ｎ か ら 成 る 第 ２ の 半 導 体 と を 備 え る
。 Ｇ ａ Ｎ お よ び Ａ ｌ Ｇ ａ Ｎ の ヘ テ ロ 接 合 は 、 ヘ テ ロ 接 合 に お い て 、 ま た は 、 ヘ テ ロ 接 合 の
近 傍 で 、 導 電 性 の 高 い 二 次 元 電 子 ガ ス （ ２ Ｄ Ｅ Ｇ ） を 生 成 す る 。 ２ Ｄ Ｅ Ｇ は 、 当 業 者 に 周
知 の よ う に 、 自 発 的 な 分 極 効 果 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 半 導 体 （ Ａ ｌ Ｇ ａ Ｎ ） に は 、
２ つ の オ ー ミ ッ ク 電 源 電 極 が 、 オ ー ミ ッ ク 接 続 さ れ て い る 。 ２ つ の オ ー ミ ッ ク 抵 抗 器 の そ
れ ぞ れ か ら 所 定 の 距 離 に 、 ２ つ の ゲ ー ト 電 極 が 配 置 さ れ て よ い 。 上 述 の 双 方 向 Ｉ Ｉ Ｉ 族 窒
化 物 ス イ ッ チ は 、 通 常 は Ｏ Ｎ で あ る こ と か ら 、 デ プ レ ッ シ ョ ン 型 素 子 で あ る 。 し か し な が
ら 、 ゲ ー ト の い ず れ か に 適 切 な 電 圧 を 印 加 す る と 、 ２ Ｄ Ｅ Ｇ の 中 断 が 起 き 、 ス イ ッ チ が Ｏ
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Ｆ Ｆ と な る 。 一 般 に 、 ス イ ッ チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る た め に １ ま た は 複 数 の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る
電 圧 は 、 オ ー ミ ッ ク 電 極 の い ず れ に お け る 電 位 に 対 し て も 負 と な る 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の 双 方 向 ス イ ッ チ は 、 高 電 圧 、 高 周 波 数 の シ ス テ ム で の 利 用 で 特 に 有 用 で あ る た め
、 幅 広 い ト ポ ロ ジ に わ た る ほ と ん ど す べ て の 電 力 電 子 技 術 の 用 途 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 デ プ レ ッ シ ョ ン 型 素 子 で あ る こ れ ら の ス イ ッ チ の い く ぶ ん 独 特 な 特 徴 を
考 慮 す る と 、 こ れ ら の ス イ ッ チ を 制 御 す る た め の 駆 動 回 路 お よ び 方 法 を 改 良 す る こ と が 望
ま し い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ ジ の た め の 駆 動 回
路 は 、 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 部 で あ
っ て 、 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ に 負 バ イ ア ス 電 圧 を 供 給 し て ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ
チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と 、 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う
動 作 可 能 な ロ ー サ イ ド 駆 動 部 と 、 負 端 子 が ハ イ サ イ ド 駆 動 部 に 接 続 さ れ た 外 部 電 圧 源 と 、
電 圧 源 の 負 端 子 と ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 ロ ー サ イ ド 駆 動 部 が ロ ー サ イ ド 双
方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ に す る 時 に 、 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を 電 圧 源 の 負 端 子 に 接 続 す る よ
う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 ス イ ッ チ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ ジ の た め の 駆 動
回 路 は 、 ハ イ サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る よ う 動 作 可 能 な ハ イ サ イ ド 駆 動 部 で
あ っ て 、 ハ イ サ イ ド 駆 動 部 を ハ ー フ ブ リ ッ ジ の 下 位 レ ー ル に 選 択 的 に 接 続 す る 線 形 レ ギ ュ
レ ー タ 制 御 装 置 を 含 む ハ イ サ イ ド 駆 動 部 と 、 ロ ー サ イ ド 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 制 御 す る
よ う 動 作 可 能 な ロ ー サ イ ド 駆 動 部 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 行 う 以 下 の 説 明 か ら 明 ら か に な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の よ う な ダ ブ ル ゲ ー ト の 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 用 い る 利 点 の １ つ は 、 そ れ に 付 随
す る 駆 動 回 路 の ト ポ ロ ジ に 関 し て は 、 素 子 の ソ ー ス を そ れ ぞ れ 基 準 と す る 完 全 に 等 価 な 複
数 の ゲ ー ト を 有 す る 可 能 性 が あ る 点 で あ る 。 例 え ば 、 図 １ に 示 す 具 体 的 な 回 路 で は 、 双 方
向 半 導 体 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ １ ０ ８ ま た は １ １ ０ ） の ゲ ー ト は 、 正 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル （ Ｖ
Ｂ Ｕ Ｓ ） と 、 負 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル （ Ｒ Ｔ Ｎ ） と 、 ハ ー フ ブ リ ッ ジ 出 力 （ ノ ー ド １ ０ ３ ） と
を 基 準 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ は 、 通 常 は Ｏ Ｎ で あ り 、 Ｏ Ｆ Ｆ に す る た め に 通 例 は 少 な
く と も １ つ の ゲ ー ト に 対 す る 負 バ イ ア ス を 必 要 と す る デ プ レ ッ シ ョ ン 型 素 子 で あ る こ と を
考 慮 す る と 、 新 し い 駆 動 ト ポ ロ ジ が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ の 回 路 は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 っ て 、 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び １ １
０ を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ ジ の た め の 駆 動 回 路 の 第 １ の ト ポ ロ ジ を 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ２ つ の 双 方 向 半 導 体 素 子 、 具 体 的 に は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８
お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ が 、 正 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル （ Ｖ Ｂ Ｕ Ｓ ） と 、 負 す な わ ち 下
位 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル す な わ ち リ タ ー ン レ ー ル （ Ｒ Ｔ Ｎ ） と の 間 に 直 列 に 配 列 さ れ て い る 。
負 荷 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る こ と が 好 ま し い ハ ー フ ブ リ ッ ジ の 出 力 側 に お い て 、 ハ イ サ
イ ド お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び １ １ ０ の 間 に 、 ノ ー ド １ ０ ３ が 設 け ら れ て い
る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 ハ ー フ ブ リ ッ ジ の ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び １ １ ０ を 制 御 す る た め の 駆 動 回 路 １ ０ ０ が 設 け
ら れ て い る 。 図 １ に 示 し た 具 体 的 な 実 施 形 態 で は 、 駆 動 回 路 は 、 ２ つ の フ ロ ー テ ィ ン グ ウ
ェ ル １ ０ ４ お よ び １ ０ ６ を 備 え た ２ ０ Ｖ の バ ル ク 基 板 １ ０ ２ 上 に 形 成 さ れ た 集 積 回 路 （ Ｉ
Ｃ ） と し て 実 現 さ れ る 。 第 １ の ウ ェ ル （ Ｈ Ｖ １ ） １ ０ ４ は 、 ６ ０ ０ Ｖ の 容 量 を 有 す る こ と
が 好 ま し く 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ を 駆 動 す る た め の 構 成 要 素 を 備 え る 。 第 ２ の ウ ェ
ル （ Ｈ Ｖ ２ ） １ ０ ６ は 、 ２ ０ Ｖ の 容 量 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ハ イ サ イ ド 双 方 向 ス イ ッ チ １ ０ ８ は 、 第 １ の フ ロ ー テ ィ ン グ ウ ェ ル １ ０ ４ に 配 置 さ れ た
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ お よ び Ｑ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 従 来 の 出 力 バ ッ フ ァ に よ っ て 駆 動 さ れ る
こ と が 好 ま し い 。 図 に 示 す よ う に 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ と Ｑ ２ と の 間 に は 、 ノ ー ド １ １ ６ が
配 置 さ れ 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ の ゲ ー ト の １ つ に 接 続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ お よ び Ｑ
２ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 は 、 バ ル ク を 介 し て 回 路 １ ０ ０ に 接 続 さ れ た ハ イ サ イ ド 入 力 論 理 制
御 信 号 Ｈ Ｉ に 基 づ い て 決 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 Ｉ Ｃ 回 路 は 、 従 来 の 駆 動 回 路 に 共 通 す
る 適 切 な レ ベ ル シ フ ト お よ び 遅 延 の 機 能 を さ ら に 備 え る こ と で 、 ハ イ サ イ ド 入 力 論 理 制 御
信 号 Ｈ Ｉ が 適 切 な 制 御 を 提 供 す る こ と を 保 証 し て も よ い こ と に 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 動 作 中 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ は 、 通 常 は Ｏ Ｎ で あ る た め 、 ハ ー フ ブ リ ッ ジ の 出 力
ノ ー ド １ ０ ３ を 介 し て 負 荷 に 電 圧 を 供 給 す る よ う 導 電 す る 。 こ の 時 に 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２
は Ｏ Ｆ Ｆ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は Ｏ Ｎ で あ る こ と が 好 ま し い 。 し た が
っ て 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ の ゲ ー ト に は 、 電 圧 が 供 給 さ れ な い 。 ス イ ッ チ １ ０ ８ は 、 ノ ー ド １
１ ６ に 接 続 さ れ た ゲ ー ト に 電 圧 が 印 加 さ れ な い た め 、 Ｏ Ｎ の ま ま で あ り 、 ス イ ッ チ １ ０ ８
の 他 方 の ゲ ー ト に お け る 電 圧 は 、 正 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル の 電 圧 と 同 じ で あ る こ と か ら 、 い ず
れ の ゲ ー ト に も 負 バ イ ア ス 電 圧 は 掛 か ら な い 。 必 要 に 応 じ て 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ は 、 ハ イ サ
イ ド 論 理 信 号 Ｈ Ｉ に 基 づ い て Ｏ Ｆ Ｆ に さ れ て よ い 。 具 体 的 に は 、 ス イ ッ チ Ｑ ２ が Ｏ Ｎ に さ
れ る と 共 に 、 ス イ ッ チ Ｑ １ が Ｏ Ｆ Ｆ に さ れ る こ と に よ り 、 電 圧 源 １ ０ ９ の 負 端 子 か ら ト ラ
ン ジ ス タ Ｑ ２ お よ び 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ １ ４ （ Ｍ ｂ ｓ ） を 介 し て 、 ノ ー ド １ １ ６ に 負 電
圧 が 供 給 さ れ る 。 こ の 負 電 圧 は 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ の 下 位 ゲ ー ト に 印 加 さ れ て よ く 、 そ れ に
よ り 、 こ の ス イ ッ チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る 負 バ イ ア ス が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 来 の ハ ー フ ブ リ ッ ジ 用 の 従 来 の 駆 動 回 路 と 同 様 に 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び
ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ は 、 同 時 に Ｏ Ｎ に な ら な い こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 ハ イ
サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ が Ｏ Ｎ で あ る 時 に は 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ は Ｏ Ｆ Ｆ で あ る こ
と が 好 ま し い 。 同 様 に 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ が Ｏ Ｎ で あ る 時 に は 、 ハ イ サ イ ド ス イ
ッ チ １ ０ ８ は Ｏ Ｆ Ｆ で あ る 。 し た が っ て 、 ハ イ サ イ ド 論 理 入 力 Ｈ Ｉ お よ び ロ ー サ イ ド 論 理
入 力 Ｌ Ｉ は 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び １ １ ０ が 同 時 に Ｏ Ｎ に な ら な い よ う に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ハ イ サ イ ド 論 理 入 力 Ｈ Ｉ が ス イ ッ チ １ ０ ８ を Ｏ Ｆ Ｆ に 駆 動 し た 時 に 、 ロ ー
サ イ ド 論 理 入 力 Ｌ Ｉ は 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ を Ｏ Ｎ に す る よ う 用 い ら れ る こ と が 好
ま し い 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｃ １ ０ ０ は 、 ハ イ サ イ ド お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ
び １ １ ０ が 移 行 中 に 同 時 に Ｏ Ｎ に な ら な い こ と を 保 証 す る た め に 、 適 切 な 不 感 時 間 （ Ｄ Ｔ
） を 備 え ら れ て も よ い こ と に 注 意 さ れ た い 。 こ の よ う に 事 前 に 設 定 さ れ た 不 感 時 間 を 用 い
る こ と は 、 駆 動 回 路 で は 一 般 的 な こ と で あ る 。 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ は 、 カ ス コ ー ド
ス イ ッ チ ン グ に よ っ て 制 御 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２
は 、 ス イ ッ チ １ １ ０ と Ｄ Ｃ バ ス の 下 位 レ ー ル と の 間 に 直 列 で 配 置 さ れ る 。 ス イ ッ チ １ １ ０
の 上 部 ゲ ー ト は 、 上 部 電 極 に 接 続 さ れ て い る た め 、 上 部 電 極 に 対 す る 負 バ イ ア ス を 供 給 し
な い 。 ス イ ッ チ １ １ ０ の 下 部 ゲ ー ト は 、 下 位 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル す な わ ち リ タ ー ン レ ー ル Ｒ
Ｔ Ｎ に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 下 位 ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 電 位 は 、 ほ ぼ 一 定 で あ る 。
し か し な が ら 、 ロ ー サ イ ド 入 力 論 理 Ｌ Ｉ は 、 第 ２ の ウ ェ ル １ ０ ６ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ お よ
び Ｑ ４ に よ っ て 形 成 さ れ た 出 力 バ ッ フ ァ を 制 御 す る た め に 用 い ら れ る こ と が 好 ま し い 。 こ
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の 場 合 に も 、 ロ ー サ イ ド 入 力 論 理 Ｌ Ｉ が 適 切 な 制 御 を 提 供 す る こ と を 保 証 す る た め に 、 適
切 な レ ベ ル シ フ ト お よ び 遅 延 が 、 Ｉ Ｃ  １ ０ ０ に 組 み 込 ま れ て よ い 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ お
よ び Ｑ ４ の 間 に は 、 ノ ー ド １ １ ８ が 設 け ら れ 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す
る た め の 電 圧 を 供 給 す る 。 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が Ｏ Ｎ の 時 、 ス イ ッ チ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る
電 位 の 関 係 は 、 ス イ ッ チ １ １ ０ が Ｏ Ｎ の 状 態 を 保 つ よ う な 関 係 で あ る 。 し か し な が ら 、 電
力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ０ が Ｏ Ｆ Ｆ に さ れ る と 、 ス イ ッ チ １ １ ０ の ロ ー サ イ ド 電 極 に お け る
電 圧 は 、 ス イ ッ チ １ １ ０ が Ｏ Ｆ Ｆ に な る よ う に 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 ノ ー ド １ １ ８ は 、 さ ら に 、 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ４ を 同 様 に 制 御
し 、 そ れ に よ っ て 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ １ ２ が Ｏ Ｎ で あ る 場 合 に は 、 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
は Ｏ Ｎ の み で あ る 。 特 に 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２ を Ｏ Ｎ に す る 動 作 と 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ
Ｅ Ｔ を Ｏ Ｎ に す る 動 作 と の 間 に わ ず か な 遅 延 が あ る こ と で 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２ が
す で に Ｏ Ｎ に な っ た 後 に の み 、 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ４ が Ｏ Ｎ に な る こ と が 好 ま し い
。 同 様 に 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２ が Ｏ Ｆ Ｆ に な る 前 に 、 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ４ が
Ｏ Ｆ Ｆ に な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２ が 飽 和 し な い こ と を 保 証 す る た め に 、 飽 和 防 止 制 御
素 子 １ ２ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の 特 徴 は 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 制 御 の 結 果 と し て 下 位 の ス イ
ッ チ １ １ ０ が 制 御 さ れ る こ と を 保 証 す る の に 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｉ Ｃ  １ ０ ０ が 用 い る 唯 一 の 外 部 構 成 要 素 は 、 ２ つ の コ ン デ ン サ Ｃ １ お よ び Ｃ ２ と １ つ
の ダ イ オ ー ド Ｄ ２ で あ る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ は 、 必 要 に 応 じ て Ｉ Ｃ に 組 み 込 ま れ て も よ い こ
と に 注 意 さ れ た い 。 こ れ は 、 短 絡 保 護 、 電 流 検 出 、 お よ び 温 度 検 出 を 、 よ り 容 易 に 提 供 す
る た め に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 し た 構 成 を 用 い る と 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８
が Ｏ Ｆ Ｆ に さ れ た 時 に 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２ 、 お よ び
高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ６ を 介 し て 充 電 さ れ る こ と が 可 能 で あ る こ と に も 注 意 さ れ た い
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 回 路 を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 用 い ら れ る 回 路 を 示 す 図 で あ る 。
図 ２ の 回 路 は 、 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ  Ｒ ｅ ｃ ｔ ｉ ｆ ｉ ｅ ｒ 社 が 製 造 す る Ｉ Ｒ ２ １
０ ９ （ ４ ） な ど の ハ ー フ ブ リ ッ ジ 駆 動 チ ッ プ を 用 い て 、 上 述 の 集 積 回 路 １ ０ ０ の 構 成 要 素
を 実 質 的 に 提 供 す る 。 Ｉ Ｒ ２ １ ０ ９ （ ４ ） の 機 能 お よ び レ イ ア ウ ト に つ い て は 、 周 知 で あ
り 公 開 さ れ て い る た め 、 本 明 細 書 で は 詳 細 に 説 明 し な い 。 た だ し 、 機 能 的 に 等 価 な 他 の 駆
動 チ ッ プ を 用 い て も よ い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 部 コ ン デ ン サ Ｃ １ お よ び Ｃ ２ は 、 チ ッ プ の 適 切 な ピ ン の 間 に 接 続
さ れ て い る 。 図 ２ に 示 し た ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ と 、 ラ ベ ル を 付 け た 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ は 、
図 １ の 高 電 圧 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ４ に 相 当 す る 。 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ ２ お よ び
Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ １ は 、 図 ２ の 双 方 向 ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び １ １ ０ に 相 当 す る 。 図 ２ に 示 す さ ら な
る 構 成 要 素 は 、 試 験 に 必 要 な 変 形 お よ び 適 合 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の ハ イ サ イ ド お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ ２ お よ び Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ １ に つ
い て の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 （ Ｖ Ｇ Ｓ ） の 測 定 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 に 示 す よ う に 、 両
方 の ス イ ッ チ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 は 、 必 要 に 応 じ て 双 方 向 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ で き
る よ う に 、 正 の 値 と 負 の 値 と の 間 を 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ の ハ イ サ イ ド お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ ２ お よ び Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ １ に つ
い て の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 （ Ｖ Ｇ Ｓ ） の 測 定 値 を 示 す 別 の グ ラ フ で あ る 。 図 ４ は 、 さ ら に
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、 両 方 の ス イ ッ チ が Ｏ Ｆ Ｆ に な る 図 ２ の ス イ ッ チ に お け る ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 の 変 化 の 間
に 提 供 さ れ た 不 感 時 間 を 強 調 し て い る 。 さ ら に 、 Ｓ Ｗ Ｎ も 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 基 準 Ｓ Ｗ Ｎ と 共 に 、 図 ２ の ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ １ の 負 荷 電 流 （ Ｉ ｌ ｏ
ａ ｄ ） 、 負 荷 電 圧 （ Ｖ ｌ ｏ ａ ｄ ） 、 お よ び ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 双 方 向 半 導 体 ス イ ッ チ を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ
ジ の た め の 駆 動 回 路 の 第 ２ の ト ポ ロ ジ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ の 回 路 で は 、 多 く の 要 素 が 図 １ の 回 路 と 共 通 し て お り 、 共 通 す る 要 素 に つ い て は 、
共 通 の 符 号 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ の よ う に 、 図 ６ は 、 ２ つ の 双 方 向 半 導 体 素 子 、 具 体 的 に は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １
０ ８ お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ が 、 正 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル （ Ｖ Ｂ Ｕ Ｓ ） と 、 負 す な わ
ち 下 位 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル す な わ ち リ タ ー ン レ ー ル （ Ｒ Ｔ Ｎ ） と の 間 に 直 列 に 配 列 さ れ て い
る 様 子 を 示 し て い る 。 ノ ー ド １ ０ ３ は 、 負 荷 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る こ と が 好 ま し い ハ
ー フ ブ リ ッ ジ の 出 力 側 に お い て 、 ハ イ サ イ ド お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び １ １
０ の 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ハ ー フ ブ リ ッ ジ の ス イ ッ チ １ ０ ８ お よ び １ １ ０ を 制 御 す る た め の 駆 動 回 路 ６ ０ ０ が 設 け
ら れ て い る 。 図 ６ に 示 し た 具 体 的 な 実 施 形 態 で は 、 駆 動 回 路 は 、 ２ ０ Ｖ の バ ル ク 基 板 １ ０
２ 上 に 形 成 さ れ た 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） と 、 好 ま し く は ６ ０ ０ Ｖ の 容 量 を 有 す る と 共 に ハ イ サ
イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ を 駆 動 す る た め の 構 成 要 素 を 備 え る １ つ の フ ロ ー テ ィ ン グ ウ ェ ル （ Ｈ
Ｖ １ ） ６ ０ ２ と 、 に よ っ て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ハ イ サ イ ド 双 方 向 ス イ ッ チ １ ０ ８ は 、 第 １ の フ ロ ー テ ィ ン グ ウ ェ ル ６ ０ ２ に 配 置 さ れ た
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ お よ び Ｑ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 従 来 の 出 力 バ ッ フ ァ に よ っ て 駆 動 さ れ る
こ と が 好 ま し い 。 図 に 示 す よ う に 、 ノ ー ド １ １ ６ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ と Ｑ ２ と の 間 に 配
置 さ れ 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ の ゲ ー ト の １ つ に 接 続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ お よ び Ｑ ２
の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 は 、 バ ル ク を 介 し て 回 路 １ ０ ０ に 接 続 さ れ た ハ イ サ イ ド 入 力 論 理 制 御
信 号 Ｈ Ｉ に 基 づ い て 決 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 Ｉ Ｃ 回 路 は 、 従 来 の 駆 動 回 路 に 共 通 す る
適 切 な レ ベ ル シ フ ト お よ び 遅 延 の 機 能 を さ ら に 備 え る こ と で 、 ハ イ サ イ ド 入 力 論 理 制 御 信
号 Ｈ Ｉ が 適 切 な 制 御 を 提 供 す る こ と を 保 証 し て も よ い こ と に 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 動 作 中 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ は 、 通 常 は Ｏ Ｎ で あ る た め 、 ハ ー フ ブ リ ッ ジ の 出 力
ノ ー ド １ ０ ３ を 介 し て 負 荷 に 電 圧 を 供 給 す る よ う 導 電 す る 。 こ の 時 に 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２
は Ｏ Ｆ Ｆ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は Ｏ Ｎ で あ る こ と が 好 ま し い 。 し た が
っ て 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ の ゲ ー ト に は 、 電 圧 が 供 給 さ れ な い 。 ス イ ッ チ １ ０ ８ は 、 ノ ー ド １
１ ６ に 接 続 さ れ た ゲ ー ト に 電 圧 が 印 加 さ れ な い た め 、 Ｏ Ｎ の ま ま で あ り 、 ス イ ッ チ １ ０ ８
の 他 方 の ゲ ー ト に お け る 電 圧 は 、 正 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル の 電 圧 と 同 じ で あ る こ と か ら 、 い ず
れ の ゲ ー ト に も 負 バ イ ア ス 電 圧 は 掛 か ら な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 線 形 レ ギ ュ レ ー タ 制 御 素 子 ６ ０ ４ が 、 ウ ェ ル ６ ０ ２ に 設 け ら れ 、 コ ン デ ン サ Ｃ
２ ３ の 電 圧 と ス イ ッ チ １ ０ ８ の 状 態 と を 監 視 す る こ と が 好 ま し い 。 線 形 レ ギ ュ レ ー タ 制 御
素 子 ６ ０ ４ は 、 高 電 圧 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ６ （ Ｍ ｌ ｉ ｎ ） を 制 御 し て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ お
よ び Ｑ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 出 力 バ ッ フ ァ に 電 力 を 供 給 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 高 電 圧
ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ６ （ Ｍ ｌ ｉ ｎ ） は 、 ｐ 型 素 子 で あ る こ と が 好 ま し い 。 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３
の 電 圧 が 、 閾 値 よ り も 小 さ く な る と （ 例 え ば 、 図 ６ に 示 し た 具 体 的 な 回 路 で １ ２ ボ ル ト に
な る と ） 、 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ６ は 、 Ｏ Ｎ に 切 り 替 え ら れ 、 そ れ に よ り 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ が
Ｏ Ｎ で あ る か 否 か に 関 わ ら ず 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ を 充 電 す る た め の 電 流 路 が 確 保 さ れ る 。
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ス イ ッ チ １ ０ ８ が Ｏ Ｎ の 場 合 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ の 電 圧 が 閾 値 電 圧 よ り も 大 き け れ ば 、 ト
ラ ン ジ ス タ ６ ０ ６ は Ｏ Ｎ に さ れ る 。 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ の 電 圧 が 閾 値 よ り も 大 き い 場 合 に は
、 ノ ー ド １ ０ ３ に お け る 負 荷 電 圧 が あ ま り に 高 く 上 昇 し て い る 可 能 性 が あ り 、 そ の 場 合 、
ス イ ッ チ １ ０ ８ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る こ と が 好 ま し い 。 ハ イ サ イ ド 入 力 論 理 Ｈ Ｉ と 共 に 、 リ タ ー
ン レ ー ル （ Ｒ Ｔ Ｎ ） の 低 電 圧 が 、 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ６ と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ と を 介 し て ノ ー
ド １ １ ６ に 供 給 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ は 、 論 理 信 号 Ｈ Ｉ に よ っ て Ｏ Ｎ に さ れ る こ と が 好
ま し い 。 ノ ー ド １ １ ６ に お け る 電 圧 は 、 ハ イ サ イ ド レ ー ル お よ び 出 力 電 圧 に 対 し て 負 と な
る た め 、 当 該 電 圧 は ス イ ッ チ １ ０ ８ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る 。 上 述 の よ う に 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ が
Ｏ Ｎ で ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ が Ｏ Ｆ Ｆ で あ る 場 合 に は 、 ス イ ッ チ １ ０ ８ の ゲ ー ト に は 電 圧 が 印
加 さ れ ず 、 ス イ ッ チ は Ｏ Ｎ の ま ま で あ る 。 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ ０ ８ が Ｏ Ｆ Ｆ で あ り ロ ー
サ イ ド ス イ ッ チ １ １ ０ お よ び １ １ ２ が Ｏ Ｎ で あ る 場 合 に 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ の 放 電 を 防 止
す る 助 け と し て 、 線 形 レ ギ ュ レ ー タ ル ー プ 内 に 低 電 圧 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ が 設 け ら れ て も よ い
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 ロ ー サ イ ド 論 理 入 力 Ｌ Ｉ は 、 必 要 に 応 じ て ロ ー サ イ ド ス
イ ッ チ １ １ ０ を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る た め に 用 い ら れ る こ と が 好 ま し い 。 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  
１ １ ２ は 、 ス イ ッ チ １ １ ０ と Ｄ Ｃ バ ス の 下 位 の レ ー ル と の 間 に 直 列 で 配 置 さ れ て よ い 。 ス
イ ッ チ １ １ ０ の 上 部 ゲ ー ト は 、 上 部 電 極 に 接 続 さ れ て い る た め 、 上 部 電 極 に 対 す る 負 バ イ
ア ス を 供 給 し な い 。 ス イ ッ チ １ １ ０ の 下 部 ゲ ー ト は 、 下 位 の Ｄ Ｃ バ ス レ ー ル す な わ ち リ タ
ー ン レ ー ル Ｒ Ｔ Ｎ に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 下 位 の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 電 位 は 、 ほ
ぼ 一 定 で あ る 。 し か し な が ら 、 ロ ー サ イ ド 入 力 論 理 Ｌ Ｉ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ お よ び Ｑ ４
に よ っ て 形 成 さ れ た 出 力 バ ッ フ ァ を 制 御 す る た め に 用 い ら れ る こ と が 好 ま し い 。 ロ ー サ イ
ド 入 力 論 理 Ｌ Ｉ が 適 切 な 制 御 を 提 供 す る こ と を 保 証 す る た め に 、 適 切 な レ ベ ル シ フ ト お よ
び 遅 延 が 、 Ｉ Ｃ  ６ ０ ０ に 組 み 込 ま れ て よ い 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ お よ び Ｑ ４ の 間 に は 、 ノ
ー ド １ １ ８ が 設 け ら れ 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２ を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る た め の 電 圧 を 供 給
す る 。 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が Ｏ Ｎ の 時 、 ス イ ッ チ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 電 位 の 関 係 は 、 ス イ
ッ チ １ １ ０ が Ｏ Ｎ の 状 態 を 保 つ よ う な 関 係 で あ る 。 し か し な が ら 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １
１ ０ が Ｏ Ｆ Ｆ に さ れ る と 、 ス イ ッ チ １ １ ０ の ロ ー サ イ ド 電 極 に お け る 電 圧 は 、 ス イ ッ チ １
１ ０ が Ｏ Ｆ Ｆ に な る よ う に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  １ １ ２ が 飽 和 し な い こ と を 保 証 す る た め に 、 飽 和 防 止 制 御 素 子 １ ２
０ が 設 け ら れ て よ い 。 こ の 特 徴 は 、 電 力 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 制 御 す る こ と に よ り 、 下 位 の ス イ
ッ チ １ １ ０ が 制 御 さ れ る こ と を 保 証 す る の に 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ の 集 積 回 路 ６ ０ ０ は 、 図 １ か ら 外 部 電 力 供 給 １ ０ ９ の 必 要 性 を 排 除 し 、 さ ら に 、 線
形 回 路 へ の 過 渡 効 果 を 回 避 す る こ と に よ り 、 安 全 な 始 動 と 効 率 的 な 電 圧 制 御 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ の 回 路 を 試 験 す る た め に 用 い ら れ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 を 示 す 図 で あ る
。 図 ８ Ａ か ら ８ Ｃ は 、 図 ７ の 回 路 の 様 々 な パ ラ メ ー タ の 測 定 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 例 え
ば 、 出 力 電 圧 Ｖ ４ の グ ラ フ で あ る 図 ８ Ａ に 示 す よ う に 、 始 動 か ら 、 出 力 電 圧 Ｖ ４ は 、 滑 ら
か に 所 望 の 値 ま で 上 昇 し た 後 に 、 所 望 の 値 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ は 、 図 ７ の ハ イ サ イ ド お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ に つ い て の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 （
Ｖ Ｇ Ｓ ） の 測 定 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 か ら わ か る よ う に 、 ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 は 、 正
と 負 の 値 を 交 互 に 取 る た め 、 必 要 な 時 に ス イ ッ チ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る の に 十 分 で あ る 。 さ ら に
、 図 ７ の 回 路 の Ｓ Ｗ Ｎ が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 は 、 具 体 的 な 実 施 形 態 に 関 連 し て 説 明 さ れ て い る が 、 多 く の 他 の 変 更 例 お よ び 変
形 例 、 他 の 用 途 が 存 在 す る こ と は 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か な こ と で あ る 。 し た が っ て 、 本
発 明 は 、 本 明 細 書 の 具 体 的 な 開 示 に よ っ て 限 定 さ れ ず 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の
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み 限 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に 従 っ て 、 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ ジ の
た め の 駆 動 回 路 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 回 路 を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 用 い ら れ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 を 示 す 説
明 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 に 示 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 の
測 定 値 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 回 路 に つ い て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 の 測 定 値 と 、 両 方
の ス イ ッ チ が Ｏ Ｆ Ｆ に な る 不 感 時 間 と を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ５ 】 図 ２ の ス イ ッ チ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 と 、 負 荷 電 圧 お よ び 負 荷 電 流 と を 示 す グ ラ
フ 。
【 図 ６ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に 従 っ て 、 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 用 い た ハ ー フ ブ リ ッ ジ の
た め の 駆 動 回 路 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 回 路 を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 用 い ら れ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 を 示 す 図
。
【 図 ８ Ａ 】 図 ７ の 回 路 の 様 々 な パ ラ メ ー タ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 値 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ７ の 回 路 の 様 々 な パ ラ メ ー タ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 値 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ８ Ｃ 】 図 ７ の 回 路 の 様 々 な パ ラ メ ー タ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 値 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ９ 】 図 ７ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 回 路 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 の 測 定 値
を 示 す グ ラ フ 。

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(10) JP 2006-352839 A 2006.12.28



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】 【 図 ８ Ｃ 】
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【 図 ９ 】
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【 外 国 語 明 細 書 】
1. TITLE OF THE INVENTION
　 DRIVING CIRCUIT FOR USE WITH HIGH VOLTAGE BIDIRECTIONAL SEMICONDUCTOR SWITCHES

2. DETAILED DESCRIPTION OF THE INVENTION

Field of the Invention
　 The present invention relates to driving circuits and methods for use with hig
h voltage bidirectional semiconductor switches.　 In particular, the present inve
ntion provides for a driving circuit that utilizes a bootstrap capacitor and a d
riving circuit with self supply from a DC bus.

Related Art
　 Recently developed bidirectional III-nitride switches are particularly useful 
in the field of high power and high frequency electronics.　 A bidirectional III-
nitride switch typically includes a substrate which may be composed of Si, SiC, 
Sapphire, or the like, a first semiconductor body formed over the substrate comp
rised of gallium Nitride (GaN), and a second semiconductor body formed over firs
t semiconductor body and composed of AlGaN.　 The heterojunction of GaN and AlGaN
 produces a highly conductive two-dimensional electron gas (2DEG) at or near the
 heterojunction. The 2DEG is formed due to the spontaneous polarization effect a
s is known in the art.　 Two Ohmic power electrodes are ohmically connected to th
e second semiconductor body (AlGaN).　 Two gate electrodes may be positioned a pr
edetermined distance from each of the two ohmic resistors.　 The bidirectional II
I-nitride switch described above is a depletion mode device in that it is normal
ly ON.　 The application of an appropriate voltage to either of the gates, howeve
r, causes an interruption of the 2DEG which turns the switch OFF.　 Generally, th
e voltage that is applied to the gate or gates to turn the switch OFF is a volta
ge that is more negative than the potential at either of the ohmic electrodes.

　 The bidirectional switches discussed above are particularly useful for use in 
high voltage, high frequency systems and as such are useful for most any power e
lectronics application over a wide range of topologies.

　 However, given the somewhat unique characteristics of these switches as deplet
ion mode devices, it is desirable to provide improved driving circuits and metho
ds to control these switches. 

　 A driving circuit for a half bridge utilizing bidirectional semiconductor swit
ches in accordance with an embodiment of the present application includes a high
 side driver operable to control a high side bidirectional semiconductor switch,
 wherein the high side driver provides a negative bias voltage to the bidirectio
nal semiconductor switch to turn the high side　 bidirectional semiconductor swit
ch OFF, a low side driver operable to control a low side bidirectional semicondu
ctor switch, an external voltage source wherein the a negative terminal of the v
oltage source is connected to the high side driver; and a high side driving swit
ch, positioned between the negative terminal of the voltage source and the high 
side driver and operable to connect the high side driver to the negative termina
l of the voltage source when the low side driver turns the low side bidirectiona
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l semiconductor switch ON.

　 A driving circuit for a half bridge utilizing bidirectional semiconductor swit
ches in accordance with another embodiment of the present application includes a
 high side driver operable to control a high side bidirectional semiconductor sw
itch, wherein the high side driver includes a linear regulator control device th
at selectively connects the high side driver to a lower rail of the half bridge 
and a low side driver operable to control a low side bidirectional semiconductor
 switch.

　 Other features and advantages of the present invention will become apparent fr
om the following description of the invention which refers to the accompanying d
rawings.

　 One of the advantages of using double gated bidirectional semiconductor switch
es such as those described above, with regard to the topology of accompanying dr
iving circuits is the possibility of having fully equivalent gates each referred
 to a device source.　 For example, in the specific circuit illustrated in Fig. 1
, a gate of a　 bidirectional semiconductor switching device (108 or 110) is refe
renced to the positive DC bus rail (VBUS), the negative DC bus rail (RTN) and th
e half bridge output (node 103).

　 Further, given the fact that bidirectional semiconductor switches are depletio
n mode devices which are normally ON and typically require a negative bias on at
 least one gate in order to be turned OFF, new driving topologies are possible.

　 The circuit of Fig. 1 illustrates a first topology of a driving circuit for a 
half bridge utilizing bidirectional semiconductor switches 108, 110 in accordanc
e with an embodiment of the present invention.

　 As illustrated in Fig. 1, two bidirectional semiconductor devices, specificall
y a high side switch 108 and a low side switch 110 are arranged in series betwee
n the positive DC bus rail　 (VBUS) and negative, or lower,　 DC bus rail, or retu
rn rail (RTN).　 A node 103 is provided between the high side and low side switch
es 108, 110 at the output of the half bridge which is preferably coupled to a lo
ad (not shown).

　 A driving circuit 100 is provided to control the switches 108 and 110 of the h
alf bridge.　 In the particular embodiment illustrated in Fig. 1, the driving cir
cuit is implemented as an integrated circuit (IC) formed on a 20V bulk substrate
 102 with 2 floating wells 104, 106.　 The first well (HV1) 104 preferably has a 
600V capacity and includes components for driving the high side switch 108.　 The
 second well (HV2) 106 preferably has a 20V capacity.

　 The high side bidirectional switch 108 is preferably driven by a conventional 
output buffer formed by transistors Q1 and Q2 positioned in the first floating w
ell 104.　 As illustrated, a node 116 is positioned between transistors Q1 and Q2
 and is coupled to one of the gates of switch 108.　 The ON/OFF status of the tra
nsistors Q1 and Q2 is preferably determined based upon a high side input logic c
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ontrol signal HI which is connected to the circuit 100 via the bulk.　 It is note
d that the IC circuit may also include appropriate level shifting and delay func
tions common to conventional driving circuits to ensure that the high side input
 logic control signal HI provide proper control.

　 In operation, the high side switch 108 is nominally ON and thus conducts to pr
ovide a voltage to the load via the output node 103 of the half bridge.　 During 
this time, the transistor Q2 is preferably OFF, and transistor Q1 is preferably 
ON.　 Thus no voltage is provided to the gate of the switch 108.　 The switch 108 
remains ON since no voltage is applied to the gate connected to node 116 and the
 voltage at the other gate of the switch 108 is the same as that of the positive
 DC bus rail and thus no negative bias voltage applied either gate.　 When desire
d, the switch 108 may be turned OFF based on the high side logic signal HI.　 In 
particular, the switch Q2 is turned ON, and switch Q1 is turned off, such that a
 negative voltage is provide to the node 116 via the transistor Q2 and the high 
voltage MOSFET 114 (Mbs) from the negative terminal of voltage source 109.　 This
 negative voltage can then be applied to the lower gate of the switch 108, thus 
providing the negative bias to turn this switch OFF.

　 Just as in a conventional drive circuit for use with a conventional half bridg
e, the high side switch 108 and the low side switch 110 should not be ON at the 
same time.　 Thus, when the high side switch 108 is ON, the low side switch 110 s
hould be OFF.　 Similarly, when the low side switch 110 is ON, the high side swit
ch 108 is OFF.　 The high side logic input HI and low side logic input LI thus ar
e provided to ensure that the switched 108 and 110 are never ON at the same time
.

　 Thus, when the high side logic input HI drives the switch 108 OFF, the low sid
e logic input LI preferably is used to turn the low side switch 110 ON.　 It is n
oted however, that the IC 100 may also be provided with an appropriate dead time
 (DT) to ensure that the high side and low side switches 108 and 110 are not ON 
at the same time during the transition.　 The use of such a preset dead time is c
ommon in driving circuits.　 The low side switch 110 is preferably controlled by 
cascoded switching.　 That is, power MOSFET 112 is placed in series between the s
witch 110 and the lower rail of the DC bus.　 The top gate of the switch 110 is c
oupled to the top electrode thereof, and thus will not provide a negative bias r
elative to the top electrode.　 The bottom gate of the switch 110 is coupled to t
he lower DC BUS rail, or return rail RTN.  Thus, the potential applied to the lo
wer gate will be substantially constant.　 However, the low side input logic LI i
s preferably used to control the output buffer formed by transistors Q3 and Q4 i
n the second well 106.　 Again, appropriate level shifting and delays may be inco
rporated into the IC 100 to ensure that the low side input logic LI provides app
ropriate control.　 A node 118 is provided between the transistors Q3 and Q4 to p
rovide a voltage to turn the power MOSFET 11 ON and OFF.　 When the power MOSFET 
is ON, the relationship of the potential applied to the gates of switch 110 is s
uch that the switch 110 stays on.　 When the power MOSFET 110 is turned OFF howev
er, the voltage at the low side electrode of the switch 110 will change such tha
t the switch 110 is turned OFF.

　 As illustrated, the node 118 also controls the high voltage MOSFET 114 as well
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, such that the High voltage MOSFET is only ON when the power MOSFET 112 is ON.
　 In particular, it is preferable if there is a slight delay between the turning
 ON of the power MOSFET 112 and the turning ON of the high voltage MOSFET such t
hat the high voltage MOSFET 114 turns on only after the power MOSFET 112 is alre
ady ON.　 Similarly, it is preferable that the high voltage MOSFET 114 turn OFF b
efore the power MOSFET 112 turns OFF.

　 In addition, a desaturation control device 120 is provided to ensure that the 
power MOSFET 112 remains unsaturated.　 This feature is desirable in order to ens
ure that control of the power MOSFET will result in control of the lower switch 
110.

　 The only external components used by the IC 100 are the two capacitors C1 and 
C2 and the single Diode D2.　 It is noted that the Diode D2 may also be incorpora
ted into the IC if desired.　 This may be preferable in order to more easily prov
ide short circuit protection, current sensing or temperature sensing.

　 In addition, it is noted also that using the configuration illustrated in Fig.
 1, the capacitor C1 can be charged via the low side switch 110, the power MOSFE
T 112 and the high voltage MOSFET 116 when the high side switch 108 is turned OF
F.

　 Fig. 2 is an illustration of a circuit used to simulate the circuit illustrate
d in Fig. 1.　 The circuit of Fig. 2 utilizes a half bridge driver chip such as t
he IR2109(4) manufactured by International Rectifier Corporation to substantiall
y provide the components of the integrated circuit 100 described above.　 The fun
ction and layout of the IR2109(4) is well known and publicly documented and thus
 will not be described in detail herein.　 It will be understood, however, that o
ther functionally equivalent driver chips may also be used.

　 As illustrated in Fig. 2 the external capacitors C1 and C2 are connected betwe
en appropriate pins of the chip.　 The transistor M1 illustrated in Fig. 2 and la
beled HV MOSFET corresponds to the high voltage MOSFET 114 of Fig. 1 . Bidirecti
onal semiconductor switches HEMT2 and HEMT1 correspond to the bidirectional swit
ches 108 and 110 of Fig. 2.　 The additional components illustrated in Fig. 2 inc
lude modifications and adaptations necessary for testing.

　 Fig. 3 is a chart illustrating measured values of the gate-source voltages (VG
S) for the high side and low side switches HEMT2, HEMT1 in Fig. 2.　 As illustrat
ed the gate-source voltages for both switched transition between positive and ne
gative values such that they would be capable of turning the bidirectional switc
hes ON and OFF as necessary.

　 Fig. 4 is another chart illustrating measured values of the gate-source voltag
es (VGS) for the high side and low side switches HEMT2, HEMT1 in Fig. 2.　 Fig. 4
 further highlights the dead time provide between changes in gate-source voltage
 in switches of Fig. 2 during which both switched are OFF.　 In addition the SWN 
is also illustrated.

　 Fig. 5 is a chart illustrates the measured values for the load current (Iload)
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, the load voltage (Vload) and the gate source voltage of the low side switch (H
EMT1) of Fig. 2) along with the measure SWN.

　 Fig. 6 illustrates a second topology of a driving circuit for a half bridge ut
ilizing bidirectional semiconductor switches in accordance with another embodime
nt of the present invention.

　 The circuit of Fig. 6 includes many common elements as that of Fig. 1 and thus
 common element will be referred to with common reference numerals.

　 As in Fig. 1, Fig. 6 illustrates two bidirectional semiconductor devices, spec
ifically a high side switch 108 and a low side switch 110 are arranged in series
 between the positive DC bus rail　 (VBUS) and negative, or lower,　 DC bus rail, 
or return rail (RTN).　  The node 103 is provided between the high side and low s
ide switches 108, 110 at the output of the half bridge which is preferably coupl
ed to a load (not shown).

　 A driving circuit 600 is provide to control the switches 108 and 110 of the ha
lf bridge.　 In the particular embodiment illustrated in Fig. 6, the driving circ
uit is implemented as an integrated circuit (IC) formed on a 20V bulk substrate 
102 and a single floating well (HV1) 602 which preferably has a 600V capacity an
d includes components for driving the high side switch 108.

　 The high side bidirectional switch 108 is preferably driven by a conventional 
output buffer formed by transistors Q1 and Q2 positioned in the first floating w
ell 602.　 As illustrated, the node 116 is positioned between transistors Q1 and 
Q2 and is coupled to one of the gates of switch 108.　 The ON/OFF status of the t
ransistors Q1 and Q2 is preferably determined based upon a high side input logic
 control signal HI which is connected to the circuit 100 via the bulk.　 It is no
ted that the IC circuit may also include appropriate level shifting and delay fu
nctions common to conventional driving circuits to ensure that the high side inp
ut logic control signal HI provide proper control.

　 In operation, the high side switch 108 is nominally ON and thus conducts to pr
ovide a voltage to the load via the output node 103 of the half bridge.　 During 
this time, the transistor Q2 is preferably OFF, and transistor Q1 is preferably 
ON.　 Thus no voltage is provided to the gate of the switch 108.　 The switch 108 
remains ON since no voltage is applied to the gate connected to node 116 and the
 voltage at the other gate of the switch 108 is the same as that of the positive
 DC bus rail and thus no negative bias voltage applied either gate.

　 The linear regulator control device 604 is also preferably provided in the wel
l 602 and monitors the voltage across the capacitor C23 and the status of the sw
itch 108.　 The linear regulator control device 604 controls high voltage transis
tor 606 (Mlin) to power the output buffer formed by the transistors Q1 and Q2..
　 As noted in Fig. 6, the high voltage transistor 606 (Mlin)is preferably a p-ch
annel device.　 If the voltage across the capacitor C23 falls below a threshold l
evel, for example, 12 volts in the specific circuit illustrated in Fig. 6, the t
ransistor 606 is switched ON to ensure that there is a path to charge the capaci
tor C23 whether or not the switch 108 is ON.　 If the switch 108 is ON the transi
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stor 606 is turned ON if the voltage across capacitor C23 is above the threshold
 voltage.　 If the voltage across capacitor C23 is above the threshold level, it 
may be an indication that the load voltage at node 103 is rising too high in whi
ch case it is preferable to turn switch 108 OFF.　 In conjunction with the high s
ide input logic HI the low voltage of the return rail (RTN) is provided to the n
ode 116 is provide via the transistor 606 and the transistor Q2, which is prefer
ably turned ON bu the logic signal HI.　 The voltage at node 116 will be negative
 with respect to the high side rail and the output voltage, and thus will shut s
witch 108 OFF.　 As noted above when transistor Q1 is ON and transistor Q2 is OFF
, no voltage is applied to the gate of switch 108 and the switch remains ON.　 Lo
w voltage diode D3 may be provided in the linear regulator loop to help prevent 
the capacitor C23 from discharging when the high side switch 108 is OFF and low 
side switches 110 and 112 are ON.

　 As noted above with respect to Fig. 1 the low side logic input LI preferably i
s used to turn the low side switch 110 ON and OFF as desired.  The power MOSFET 
112 may be placed in series between the switch 110 and the lower rail of the DC 
bus.　 The top gate of the switch 110 is coupled to the top electrode thereof, an
d thus will not provide a negative bias relative to the top electrode.　 The bott
om gate of the switch 110 is coupled to the lower DC BUS rail, or return rail RT
N.　 Thus, the potential applied to the lower gate will be substantially constant
.  However, the low side input logic LI is preferably used to control the output
 buffer formed by transistors Q3 and Q4.　 Appropriate level shifting and delays 
may be incorporated into the IC 600 to ensure that the low side input logic LI p
rovides appropriate control.　 A node 118 is provided between the transistors Q3 
and Q4 to provide a voltage to turn the power MOSFET 112 ON and OFF.　 When the p
ower MOSFET is ON, the relationship of the potential applied to the gates of swi
tch 110 is such that the switch 110 stays on.　 When the power MOSFET 110 is turn
ed OFF however, the voltage at the low side electrode of the switch 110 will cha
nge such that the switch 110 is turned OFF.

　 The desaturation control device 120 may also be provided to ensure that the po
wer MOSFET 112 remains unsaturated.　 This feature is desirable in order to ensur
e that control of the power MOSFET will result in control of the lower switch 11
0.

　 The integrated circuit 600 of Fig. 6 eliminates the need for the external powe
r supply 109 from Fig. 1 and also ensures safe start up and efficient voltage re
gulation by avoiding transient effects on the linear circuitry.

　 Fig. 7 is a schematic of a simulation circuit used in testing the circuit of F
ig. 6.　 Figs. 8A-8C are charts illustrating measured values of various parameter
s of the circuit of Fig. 7.　 As illustrated in Fig. 8A for example which is a gr
aph of the output voltage V4, from start up the output voltage V4 rises smoothly
 to the desired value and then remains at the desired value.

　 Fig. 9 is a chart illustrating the measured values of the gate-source voltages
 (VGS) for the high and low side switches of Fig. 7.　 As can be seen the gate-so
urce voltages alternate between positive and negative values and thus are suffic
ient to turn the switches OFF when desired.　 In addition, the SWN of the circuit
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 of Fig. 7 is illustrated.

　 Although the present invention has been described in relation to particular em
bodiments thereof, many other variations and modifications and other uses will b
ecome apparent to those skilled in the art.　 It is preferred, therefore, that th
e present invention be limited not by the specific disclosure herein, but only b
y the appended claims.

3. BRIEF DESCRIPTION OF THE DRAWINGS
　 Fig. 1 illustrates a driving circuit for use with a half bridge circuit utiliz
ing bidirectional switching devices in accordance with an embodiment of the pres
ent application.
　 Fig. 2 is a schematic illustration of a simulation circuit used to simulate th
e circuit of Fig. 1. 
　 Fig. 3 is a chart illustrating measured gate-source voltages of the switching 
devices illustrated in the simulation circuit of Fig. 2.
　 Fig. 4. Is a chart illustrating measure gate-source voltages of the switching 
devices and illustrating the dead time during which both switched are off of the
 circuit of Fig. 2.
　 Fig. 5 is a chart illustrating the gate-source voltage of the switches of Fig.
 2 and the load voltage and current.　
　 Fig. 6 illustrates a driving circuit for use with a half bridge circuit utiliz
ing bidirectional switching devices in accordance with an embodiment of the pres
ent application.
　 Fig. 7 illustrates a schematic of a simulation circuit used to simulate the ci
rcuit of Fig. 6.
　 Figs. 8A-8C are charts illustrating simulated values of various parameters in 
the circuit of Fig. 7.
　 Fig. 9 is a chart illustrating measured values of the gate-source voltages of 
the switching devices in the simulation circuit of Fig. 7.　
　 1.　 A driving circuit for a half bridge utilizing bidirectional semiconductor 
switches comprises:
　 a high side driver operable to control a high side bidirectional semiconductor
 switch, wherein the high side driver provides a negative bias voltage to the hi
gh side bidirectional semiconductor switch to turn the high side　 bidirectional 
semiconductor switch OFF;
　 a low side driver operable to control a low side bidirectional semiconductor s
witch;
　 an external voltage source wherein the a negative terminal of the voltage sour
ce is connected to the high side driver; and
　 a high side driving switch, positioned between the negative terminal of the vo
ltage source and the high side driver and operable to connect the high side driv
er to the negative terminal of the voltage source when the low side driver turns
 the low side bidirectional semiconductor switch ON.

　 2.　 The driving circuit of claim 1, wherein the high side driver is controlled
 by a high side input control signal.

　 3.　 The driving circuit of claim 1, wherein the low side driver is controlled 
by a low side input control signal. 
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　 4.　 The driving circuit of claim 3, wherein the low side driver further compri
ses:
　 a first transistor;
　 a second transistor, wherein the first transistor and a second transistor are 
positioned as a push-pull pair and wherein the first and second transistors are 
turned ON and OFF based on the low side input control signal; 
　 a power MOSFET placed in series with the low side bidirectional semiconductor 
switch; and
　 an output node positioned between the first and second transistors and connect
ed to a gate of the power MOSFET, wherein when the voltage value of the output n
ode turns the power MOSFET ON, the low side bidirectional semiconductor switch i
s ON and when the voltage value of the output node turns the power MOSFET OFF, t
he low side bidirectional semiconductor switch is OFF.

　 5.　 The driving circuit of claim 4, wherein the low side driver further compri
ses a desaturation control device coupled to the power MOSFET to ensure that the
 power MOSFET does not operate in saturation.

　 6.　 The driving circuit of claim 3, wherein the low side input control signal 
further controls the a high side driving switch, such that the negative terminal
 of the voltage source is connected to the high side driver when the low side bi
directional semiconductor switch is turned ON and wherein the negative voltage o
f the negative terminal is utilized to turn the high side bidirectional semicond
uctor switch OFF.

　 7.　 A driving circuit for a half bridge utilizing bidirectional semiconductor 
switches comprises:
　 a high side driver operable to control a high side bidirectional semiconductor
 switch, wherein the high side driver includes a linear regulator control device
 that selectively connects the high side driver to a lower rail of the half brid
ge: and　
　 a low side driver operable to control a low side bidirectional semiconductor s
witch.

　 8.　 The driving circuit of claim 7, wherein the linear regulator control devic
e connects the high side driver to the bottom rail of the half bridge when the h
igh side bidirectional switch is ON and when a voltage across a capacitor across
 the high side driver rises above a threshold voltage, such that the high side d
river applies a negative bias voltage to a gate of the high side bidirectional s
emiconductor device to turn it OFF.

　 9.　 The driving circuit of claim 8, wherein the linear regulator control devic
e connects the high side driver to the bottom rail of the half bridge when the v
oltage across the capacitor drops below the threshold value.

　 10.　 The driving circuit of claim 7, wherein the low side driver further compr
ises:
　  a first transistor;
　 a second transistor, wherein the first transistor and a second transistor are 
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positioned as a push-pull pair and wherein the first and second transistors are 
turned ON and OFF based on the low side input control signal; 
　 a power MOSFET placed in series with the low side bidirectional semiconductor 
switch; and
　 an output node positioned between the first and second transistors and connect
ed to a gate of the power MOSFET, wherein when the voltage value of the output n
ode turns the power MOSFET ON, the low side bidirectional semiconductor switch i
s ON and when the voltage value of the output node turns the power MOSFET OFF, t
he low side bidirectional semiconductor switch is OFF.

　 11.　 The driving circuit of claim 10, wherein the low side driver further comp
rises a desaturation control device coupled to the power MOSFET to ensure that t
he power MOSFET does not operate in saturation.　 　

　 12.　 A bidirectional switching circuit comprising:
　 a high side bidirectional semiconductor switch;
　 a low side bidirectional semiconductor switch connected in series with the hig
h side bidirectional semiconductor switch; and
　 a driving circuit in accordance with claim 7.　  

　 13.　 A bidirectional switching circuit comprising:
　 a high side bidirectional semiconductor switch;
　 a low side bidirectional semiconductor switch connected in series with the hig
h side bidirectional semiconductor switch;
　 a high side driver operable to control the high side bidirectional semiconduct
or switch, wherein the high side driver provides a negative bias voltage to the 
high side bidirectional semiconductor switch to turn the high side　 bidirectiona
l semiconductor switch OFF;
　 a low side driver operable to control the low side bidirectional semiconductor
 switch;
　 an external voltage source wherein the a negative terminal of the voltage sour
ce is connected to the high side driver; and
　 a high side driving switch, positioned between the negative terminal of the vo
ltage source and the high side driver and operable to connect the high side driv
er to the negative terminal of the voltage source when the low side driver turns
 the low side bidirectional semiconductor switch ON.

　 14.　 The bidirectional switching circuit of claim 13, wherein the high side dr
iver is controlled by a high side input control signal.

　 15.　 The bidirectional switching circuit of claim 13, wherein the low side dri
ver is controlled by a low side input control signal.　

　 16.　 The bidirectional switching circuit of claim 15, wherein the low side dri
ver further comprises:
　 a first transistor;
　 a second transistor, wherein the first transistor and a second transistor are 
positioned as a push-pull pair and wherein the first and second transistors are 
turned ON and OFF based on the low side input control signal; 
　 a power MOSFET placed in series with the low side bidirectional semiconductor 
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switch; and
　  an output node positioned between the first and second transistors and connec
ted to a gate of the power MOSFET, wherein when the voltage value of the output 
node turns the power MOSFET ON, the low side bidirectional semiconductor switch 
is ON and when the voltage value of the output node turns the power MOSFET OFF, 
the low side bidirectional semiconductor switch is OFF.

　 17.　 The bidirectional switching circuit of claim 16, wherein the low side dri
ver further comprises a desaturation control device coupled to the power MOSFET 
to ensure that the power MOSFET does not operate in saturation.

　 18.　 The bidirectional switching device of claim 17, wherein the low side inpu
t control signal further controls the high side driving switch, such that the ne
gative terminal of the voltage source is connected to the high side driver when 
the low side bidirectional semiconductor switch is turned ON and wherein the neg
ative voltage of the negative terminal is utilized to turn the high side bidirec
tional semiconductor switch OFF.
1. ABSTRACT
　 A driving circuit for a half bridge utilizing bidirectional semiconductor swit
ches in accordance with an embodiment of the present application includes a high
 side driver operable to control a high side bidirectional semiconductor switch,
 wherein the high side driver provides a negative bias voltage to the bidirectio
nal semiconductor switch to turn the high side　 bidirectional semiconductor swit
ch OFF.　 A low side driver may be operable to control a low side bidirectional s
emiconductor switch.　 An external voltage source with a negative terminal of the
 voltage source connected to the high side driver may be provided.　 A high side 
driving switch may be positioned between the negative terminal of the voltage so
urce and the high side driver and operable to connect the high side driver to th
e negative terminal of the voltage source when the low side driver turns the low
 side bidirectional semiconductor switch ON.

2. REPRESENTATIVE DRAWING
　 　 Fig. 1
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